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GJ1132b
10pc 以内の星の61％がM型星、岩石惑星を持っていることが多い 
M型星は暗く小さいのでトランジット観測しやすい。 
アクティブであるためフレアやUVで惑星大気を破壊しやすい。 
これまでトランジットの透過スペクトルで大気は見つかっていない。 
→大気がないのか、厚い雲があるのかなどのモデルの区別困難。 

GJ1132b：M型星にホストされたsuper-Earth, Teq~584K  
これまで透過スペクトルで大気の存在は未確認。 
この論文ではJWST/MIRIを用いて 
secondary eclipse で大気の存在を調べる。 

secondary eclipse以外にもトランジットや 
視線速度などのデータを使って星・惑星の 
パラメータを決める。

観測データ



解析結果
Emission spectra

色の違いは解析ツールの違い
右上の赤四角は最終的な惑星モデルから 
見積もった惑星光度、 
灰色破線は期待される最大光度 
（アルベド0, 熱の分配なし）

大気モデルのχ2

主な違い 
（１）夜側への熱輸送（２）分子の吸収スペクトル 
（３）温室効果
>~10bar や 分子が多いモデルが棄却



結果２
cosmic shorelineとの比較 
(大気存在についての理論)

大気が存在しないモデルと 
整合的。

スペクトルのモデルとの比較
6umあたりの構造は 
H2OやCO2があった方が 
良さそうに見えるが、 
論文としてはあくまで 
誤差の範囲で黒体と 
区別はつかないという主張





Hot Jupiter 形成
Hot Jupiter のその場形成は困難 
→遠方で形成してから内側に落としたい。 
落とすメカニズムの候補の一つとして 
古在リドフメカニズム 
　軌道傾斜角→軌道離心率 
　→近星点付近で潮汐による円軌道化 
伴星を持たない場合も多く、HJ形成過程として 
支配的になならない（＜20％）？ 

HJ系にWDの伴星が12個発見されている。 

WD形成時の質量放出によるキックと 
KLメカニズムを使ってHJ形成の新しいパスを考える。



方法・結果
軌道の進化計算にWD形成による質量流出と 
キックの効果を考慮する。

でピークを持つ

初めからEKL→WD kickで解体 WD kick → EKL開始

12823の系でこのような計算を行う



結果２
星質量はSalpeter 分布を用いて1.1-8 Msun
惑星の軌道長半径1-10 au, e=0.01
伴星のe=0-1, iも等方に分布

HJは計245個形成
WD kick前に162個、kick後に83個形成
それぞれの場合で2267, 1543個が中心星に落下
CJが残り、連星系が解体したのもが4741個
解体しなかったものが3665個

WD kick前にHJ形成した162個のうち
～50％がWD kick で連星が解体

HJの～50%が連星になっている。
今単一星でも、元は連星だった可能性。
KLによるHJ形成は主要な形成過程に
なり得る。


